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　４月３日（水）、都の杜うぐいすホール
において、平成最後の入学式となる、平成
31 年度都留文科大学入学式を行いました。
　式典は、2 部制で実施され、午前 10 時
から行われた第一部では、学校教育学科・
地域社会学科・国際教育学科・専攻科・編
入生 ( 社会学科 )、午後 1 時 30 分から行わ
れた第二部では、国文学科・英文学科・比
較文化学科・大学院・編入生 ( 国文学科・

英文学科・比較文化学科 ) を対象に行われ
ました。
　入学者の内訳は、教養学部：学校教育学
科 212 名、地域社会学科 174 名、文学部：
国文学科 131 名、英文学科 150 名、比較
文化学科 149 名、国際教育学科 53 名、文
学専攻科 2 名、大学院文学研究科 9 名、
学部編入 13 名であり、合わせて 893 名の
入学が認証されました。会場の大ホールは、
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　やわらかな陽射しが降り注ぎ、春の息吹が感じられるこの
佳き日に、伝統ある都留文科大学の入学式を迎えられたこと
を大変光栄に思います。私たちが今この場に臨むことができ
るのは、母校の先生方の熱心なご指導や家族の愛情、友人の
励ましなど、多くの方々の支えのお陰です。そのことを心に
留め、四年間という大学生活を充実したものにするため、一
日一日を大切に過ごしていきたいと思います。
　社会を特徴付ける言葉として、グローバル化やＩＴ化の進
展が言われて久しい今日、確かに私たちの生活は、豊かで便
利なものになりました。しかし、その一方で指摘されている
経済格差やデジタル・デバイドなどの深刻化、異なる文化間
の軋轢など、さまざまな問題も変わること無く存在しており、
改善の兆しは見えていません。又、成熟しているとは言い難
い異文化への理解や、国や人種に対する固定観念が拭いきれ
ておらず、国家間の対立や紛争が絶えないのが現状です。

　この様な問題点が浮き彫りになる中、昨年、外国人労働者
の受け入れ拡大方針が正式に決定されました。少子高齢化に
よって、ますます労働人口が減少していく日本にとって大き
な期待が膨らむ一方で、文化の異なる人々とのコミュニケー
ションや言語の壁などから、これらに対する好意的とは言え
ない反応があることも事実です。また、昨今の日本を取り巻
く国際情勢はますます複雑化し、混沌とした現状から脱却す
るための方策も求められています。これらの解決には、過去
に学びつつ、現実を直視して冷静に分析することが必要です。
本当の意味でグローバル化していく為に、私たちは異文化理
解をより深めて行き、受け入れていく事が、問題解決への糸
口となります。
　来る五月一日に「平成」から「令和」に改元がなされます。
新たに始まるこの時代を、より善きものにしていく為に、平
成最後の入学生となる私たちは、全国から、世界から多くの
仲間が集まるこの都留文科大学で、さまざまな歴史や文化に
ついて学び、多くの知識を得て、問題に立ち向かう真の英知
を身に付けていく必要があります。仲間とともに学び、互い
に切磋琢磨しながら、豊かな人間性を磨くとともに、新たな
挑戦によって自分の世界を大きく広げ、成長していきたいと
思います。そして、私たちをとりまく世界に貢献できるよう
精進していくことをここに誓い、新入生の言葉といたします。

文学部　比較文化学科　

新入生代表　矢﨑 ねね

新入生のことば
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入学者およびその保護者でほぼ満員となりまし
た。
　式は、理事長のあいさつ、学長の祝辞、来賓
の方々からのお祝いの言葉、新入生代表の言葉
と続き、最後は、吉田悟氏の指揮による本学管
弦楽団の演奏にのせて、本学合唱団とともに学
生歌「花のかげ」を全員で合唱し、厳粛なうち
に終了しました。

　うららかな春の日差しに包まれるこの良き日に、私たちは
都留文科大学の入学式を迎えることができました。
　本日は私たち新入生のためにこのような式典を挙行してい
ただき、誠に有難うございます。新入生を代表して厚く御礼
申し上げます。私たちは今、伝統ある都留文科大学の一員と
認められた喜びをかみしめるとともに、新たに始まる大学生
活をかけがえのないものにすべく、日々精進して参る決意を
新たにしております。
　世の中の移り変わりが激しいことを例える、十年一昔とい
う表現があります。しかし、私たちの生きている現代社会は、
十年に満たない短い期間で大きく変化してしまうのが現状で
す。そして、その変化のサイクルはさらに早くなる傾向にあ
ります。私が学ぼうとしている教育の世界でも、深刻な少子
化による学校の統廃合、学校行事や部活動の困難化、子供の
切磋琢磨の機会の減少など、子供達を取り巻く環境がめまぐ

るしく変化しています。そうした社会の中では、子供達の心
に寄り添い、安心できる居場所を作ることが求められると思
います。都留文科大学で、一人一人の子どもに楽しさを伝え
られるような知識と技術を身につけてゆきます。
　また、二〇二〇年から小学校における英語教育が大きく変
化することからも、今まで以上のグローバル化が私たちの身
近な所でも感じられるようになっています。そのような中で、
交換協定に基づいた留学生との豊富な交流の機会を得ること
ができる都留文科大学は、優れた国際感覚を養える場でもあ
ります。さらに、全国各地から集まる仲間は、異なる習慣や
文化との出会いの機会を与えてくれる存在です。勉学に励む
だけでなく、部活動やサークル活動を通して多くの人とつな
がりを持ち、海外留学やボランティアへの参加など、学生で
あるときにしか出来ない事に挑戦して、グローバルな視野と
豊かな人間性をはぐくむ努力をして参ります。
　これから始まる四年間の大学生活では、困難に出会うこと
も少なくありません。その様なときには、互いに励ましあい
支えあえる学友を持ち、問題を克服していきたいと思ってお
ります。共に困難を乗り越えた仲間は、社会に出てからも心
の支えとなるでしょう。
　私たち新入生一同、都留文科大学の一員である事を誇りに、
日々精進し、有意義な大学生活を送ることを誓い、新入生の
ことばといたします。

教養学部　学校教育学科

新入生代表　堀内 愛加
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　この度、晴れて都留文科大学に入学なさった皆
さん、おめでとうございます。都留文科大学の教
員と職員を代表して、お祝い申し上げます。また、
この日を待ちわびていらっしゃったご家族の皆様
にも、心よりお慶び申し上げます。家族の期待を
担ってきたお子さんたちも、きっと感謝の思いを
持っているものと推測いたします。少し、新入生
の皆さんに大学で学ぶ心構えのようなものをお話
しいたします。
　五〇年も前になります。世界中で大学生が立ち
上がりました。古い権威に挑戦する若者の抗議運
動は、労働者たちの支持も得て、旧来の支配体制
を転換させる発端となります。教授会支配体制に
異を唱える一九六六年に起こったストラスブール
大学の学生運動から事は始まりますが、一九六七
年にはソルボンヌ大学に飛び火し、「パリ五月危
機」が発生します。一九六八年には、米国では、
ベトナム戦争反対の学生運動と合流して大学改革
運動へと拡大しました。その波は日本にも及び、
一九六八年の秋には東京大学の安田講堂が占拠さ
れ翌年の入学試験が中止されるに至ります。しか
し、これで驚いてはいけません。都留文科大学は、
それらに先駆けて一九六五年に騒動を起こしてい
ますから。
　この学生運動の直後、UNESCO の「教育発展
国際委員会」は、認識論の偉大な研究者ジャン ･
ピアジェに、大学はどうあるべきかを諮問しまし
た。この求めに応じて、ピアジェは、「教育はど
こへ行くのか」という短い報告書を一九七一年に
書きしたためました。
　彼は、「習得すべき真理をただ単に伝達するこ
とを止め、生徒が自分自身ですべての真理を発明
したり、再構成したりできるようにすること」だ
と提案します。
　大学ですることは、学問を覚えることではなく、
考えて、考えて、自分が発明したかのように思え
るほど考えて、実際に使ってみて、確かめろとい

うのです。
　しかも、五〇年前に、こんなことも言っていた
のです。

「学部制度はいま大きな害をもたらしていますが、
この害を小さくするためには、学部を廃し、その
かわりに、あらゆる種類の流動的な組合せの可能
な学際的な学群を置く必要があります。」
　古い学問にしがみついていてはダメだ。世の中
の変化について行けるように、新しい研究を生み
出さなくてはならないということです。そのため
には、二つの基本的原則が着実に実行されること
だと、ピアジェは釘を刺します。

「その第一の原則は、教育と研究の緊密な結びつ
きであります。学生は、既存の学問についてたと
え何も分からなくても構いません。初歩を学び始
めた年から研究活動に参加し、すでに解決された
問題を解くのではなくて、新しい未解決の問題の
解決に加わってゆかねばならないのです。」

「第二の原則は、グループで研究することです。
この場合にも、研究を指揮するのは一人の教授で
はありません。絶えず協力体制をとって研究を行
う相補的な各専門分野の代表が、集団で指導を行
うのです。」とピアジェは言いました。
　古い学問を永遠の真理だと言って、それを若者
に伝達するところが大学なのだと一般には考えら
れています。しかも、古い大学では、一人ひとり
の研究者がそれぞれバラバラに授業を行っていき
ます。ピアジェは、多数の領域の研究者が協力し
て若者の教育に当たろうと言ったのです。
　さらに、若者はまだ研究者ではないけれど、研
究プロセスに加えてもらって、未解決の問題に取
り組みながら、研究者といっしょに学んでいけと
彼は言っているのです。
　ピアジェは、構成主義の創始者とされています。
構成主義とは、知りたいと思うことが第一で、な
ぜだろうと探究し、こうなっているのかと理解し、
友人と話し合ったり、ネットで確かめたりしなが

都留文科大学学長　福田誠治

大学は何をするところか
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らこれまでの理解を修正し、必要なら全体を整理
し直し、分かったぞと納得いけば、それはその人
の知識です。
　しかも彼は、子どもは正しい答えを発見するの
ではなく、発明ないし再構成するのだとも言って
いました。正しい答えに気づくのではなく、その
時その時の答えを作っていくわけです。活動的方
法 (méthodes actives) と彼は呼びますが、今日の
アクティブ ･ ラーニングに通じる斬新な考えで
す。
　例えばです、ヨーロッパ人は「地理上の発見」
と言いますが、アメリカ大陸にはすでに多数の人
が住んでいました。だから、私有地の無い無主地、
所有者のいない新大陸、神が約束した自由の天地
という物語を発明したのです。一九六〇年頃まで
には、米国の歴史の教科書からネイティブ ･ アメ
リカンの痕跡は消し去られてしまいます。事実を
見ようともしなくなったわけです。土地は発見さ
れたけれど、人間は発見されなかった。そんなこ
とあると思いますか。
　若い皆さんも負けていてはいけません。自分の
知りたいと思う心を大切にして、常に「なぜ」と

考え、古い学問に潜む偽りを見抜き、知識と知識
をつないで新しい知識を創り出し、自分らしいス
トーリーを発明する。なるほどそうだったのかと
感動し、楽しく学んで欲しいということです。
　大学は修行の場です。授業料は入山料のような
ものです。安心して思う存分修行できる環境を大
学は提供します。学ぶか学ばないか、それを最後
に決めるのは皆さん一人ひとりです。学歴では無
く、身に付けた実力が皆さんの人生を創り出して
いくはずです。
　今日の良き日に、これを皆さんへの励ましのこ
とばとしたいと思います。
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　2002 年に創刊した冊子、『フィールド ･ ノー
ト』が 100 号を迎えた。この冊子を構想する
きっかけになったのは、私が授業で配布してい
た A4 用紙 1 枚の資料である。当時は、ようや
くパソコンのデスクトップ上で編集ができる環
境が整いつつあった。そこで都留の自然につい
て記録を残し授業でも地域の自然の魅力を紹介
する目的で、写真を配置した見栄のよい資料を
配布することにした。すると、自在にレイアウ
トできるのなら編集をしてみたいという声が学
生からあがった。学生と冊子をつくれば、一人
でやるよりも幅広い視点で地域の自然を見つめ
直すことができるかもしれない。さっそくデス
クトップ型のパソコン 1 台とモノクロのプリン
ター、スキャナーを用意し冊子を編集するため
の最低限の環境を整え、学生 5 人とともに編集
を始めた。野外で記録用に使っていたノートを
私たちは「フィールド ･ ノート」と読んでいた
ことから、これをそのまま冊子の名前とした。
　まず見本誌を創ろうということになったけれ
ども、だれひとり編集ソフトやレイアウトの基
本を学んだ者はいない。雑誌のスタイルをまね
ながらの試行錯誤が続く。誤字・脱字はあたり
まえ、ひどいときには印刷の時点で段落がそっ
くり抜け落ちていることもあった。しかし学生
にとっては、拙い紙面でも見本紙が完成したこ
とが何より嬉しかったようだ。すぐに次の号を

出そうということになり、その後、毎月 1 号の
ペースで発行していくことになる。テーマも私
の関心だった地域の自然から、「ゴミ」、「水掛
菜」、「山葵（わさび）」など学生の好奇心と関
心に沿った特集が組まれていった。
　編集作業の基本はいまも変わらない。空き時
間を利用して学生は編集作業をする部屋にやっ
てくる。まず自ら関心のあるテーマで企画を立
てる。そしてじっさいに地域での取材や観察か
ら戻ると、記事にする作業に取りかかる。それ
が終わるとレイアウトを仕上げて入稿の準備を
していく。毎月 1 号の発行では編集作業自体が
窮屈なスケジュールとなりやすい。そこで発行
回数を年 4 回に減らして丁寧な校正を心がける
ことにした。これは学生の提案によるもので現
在までその編集の姿勢は変わらない。
　このほかにも、『フィールド ･ ノート』を捨
てずに書棚に入れておきたくなるよう背表紙に
冊子名を入れることにしたのも、A4 の判型を
持ち運びしやすい B5 判に変えたのも、読者を
招いての交流会を開催したのもすべて学生の提
案によるものだ。
　読者からの反響は創刊から 10 年ほど経つこ
ろから増え始めた。「日常の身近なところにあ
るものを見逃さずていねいに記録する、ささや
かなことにもじっくり目を向けてみることの豊
かさを感じました」、「都留という地方の一都市

地域の自然や文化をじかに学ぶ試み
─『フィールド･ノート』100号を迎えて─

地域交流研究センター　北 垣 憲 仁

記事を読みあい校正する画面上で編集作業をする
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だけでこれだけの冊子を発行できているとは驚
きです」、「学生のみなさんはほとんど他県から
来られているのに、こんなにも都留を愛してく
れているのが伝わってきて嬉しくて頭が下がる
思いです」、「学生さんたちが地域に生きる人び
とにていねいに光を当てている記事を読んでい
ると、なにかとても美しいもの出会えた気持ち
になります」、「地域からじかに学びその成果を
発信し共有するのはまさに生きた博物館みたい
ですね」など読者からのさまざまな感想が寄せ
られるようになった。現在では、毎号 700 部
を印刷し都留市だけでなく全国の読者に届けて
いる。都留市内では大学附属図書館や喫茶店な
どに置かせていただいている。
　私は当初、冊子のテーマはやがて尽きてしま

うだろうと思っていた。だが毎号、地域のあら
たな魅力が掘り起こされ、学生と市民との小さ
な交流が生まれていった。こうして編集に携
わった学生の卒業後の進路は教員や公務員、出
版社、新聞社など多様である。ここでの編集や
学びの経験を活かしてそれぞれの地域で仲間た
ちと冊子を作る卒業生もいる。
　A4 用紙 1 枚から始まった資料はいつしか私
の当初の想いを離れ、人がつどい学びあう「博
物館」のような役割を帯びる冊子になった。私
の関心も、地域の身近な自然から人びとの暮ら
しや文化など幅広い世界へと広がっていった。
そのどれもが『フィールド ･ ノート』にかかわっ
た学生と市民に導かれてのことである。

学生が主体となり編集に取り組む
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新 教 紹員 介 文大に着任するにあたって

国際教育学科　教授

青山 郁子

文大に着任するにあたって

今 年度から都留文科大学でお世話になり
ます国際教育学科の青山郁子です。

　どうぞよろしくお願いします。前任校では
キャンパスに理系の学生が多かったのでおと
なしかったのですが、文大の学生の第一印象
は「明るくて元気！」でした。そして、４月

１週目のガイダンスで顔合わせを終えた今、
皆しっかりと目的意識をもって入学してきて
いる意欲的な学生さんたちだなと感じ、とて
も嬉しくなりました。自分自身が大学に入っ
て初めて学ぶことってこんなに楽しいんだ！
と感じた経験から、学生さんにも同じように
感じてもらいたいと以前から思って授業をし
てきました。初回の授業で早速、積極的に学
ぶ姿勢を見せてくれて、これからますます楽
しみになりました。国際バカロレアの教員養
成という新しい試みでまだまだ手探りな点も
多いですが、いただいた機会を大切に、一生
懸命貢献できるよう頑張りたいと思っており
ます。皆様これからどうぞよろしくお願いし
ます。

国際教育学科　講師　

佐々木南実

文大に着任するにあたって

本 年度より文学部国際教育学科に着任い
たしました佐々木南実と申します。国

際バカロレア機構勤務を経て、今年から本学
にて IB 関連の科目を担当させていただくこ
とになりました。
　アインシュタインの言葉に “education 

is what remains after one has forgotten 
what one has learned in school” と い う も
のがあります。IB の文脈にこの言葉を当
てはめてみると、それは Thinking skills 、 
Communications skills 、 Social skills 、 Self-
management skills 、 Research skills と い っ
たスキルに統合されます。未知なる未来に送
り出す子供たちへの旅支度としてのこれらの
スキルを教員はいかに教えて行けばいいの
か、学生の皆さんとともに探究することを楽
しみにしています。

8 ２０１９年７月１０日（水）



学校教育学科　特任教授

山本 直紀　

「ものづくり」を通しての
人材育成

私 はこれまで陶芸（工芸）を専門に大学
で指導してきました。陶芸に限らず「も

のづくり」は、本来、自由であり、主体的で
あり、活動的であるべきです。そしてこれは

「学び」の場においても同じことが言えると
考えております。学生たちには「ものづくり」
を通して自ら主体的に考え、学び、行動する
ことを身につけてほしいと願っております。
そのためにもまず興味を持たせることが大切
になってきます。人は興味を持ち、自ら学び
たい ( 知りたい ) と思えば自然と学んでいき
ます。今の時代、インターネットを使えばす
ぐに何でも調べられますが、それが正しいと
いう保証はどこにもありません。ですから疑
問を持ち、自ら主体的に考え、学び、実践す
ることが出来、教養と判断力を身につけてい
る、これからの時代に求められるであろう人
材の育成を目指し、共に学び合いたいと思っ
ております。
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地域社会学科　准教授

大野 直樹

文大に着任するにあたって

教 養学部地域社会学科に国際政治学の
担当として着任しました大野直樹で

す。専門はアメリカ外交で、とりわけ情報機
関 CIA の分析官に注目しています。CIA と
言えば、スパイ、暗殺といったダークな一面
がありますが、分析官には地域研究で博士号
を取得した学者肌が多いのも事実です。分析

官は学術的な知見を基に情勢分析を行います
が、時に政権中枢からの圧力によってその分
析結果が捻じ曲げられることもあります。そ
うした制約の中で、なるべく「正しい」情勢
認識に基づいた政策決定を目指す分析官たち
の苦闘を研究しています。
　一口にアメリカの情勢認識と言っても、分
析官のそれと政権の有力者のそれとが乖離す
ることもあり、また同じ地域を他国の分析官
が分析すれば違った見解が生まれます。本学
には全国各地から学生が集まりますが、それ
ぞれの地元から見た日本の姿も多様でしょう
し、世界の諸地域に対する認識も一様ではな
いでしょう。学生には、他の学生や教員と積
極的に議論をし、多様なモノの見方の中に自
身を位置付ける姿勢を養ってもらいたいと考
えています。

地域社会学科　教授　

佐脇 英志　

世界で戦える若者の育成に
力を尽くしたい

３ 年前に、20 年間献身した国際ビジネ
ス界から一転、大学で教鞭をとってい

ます。きっかけは、長く激動のアジアビジネ
スに明け暮れた後に帰国し、失われた 20 年
の日本の沈滞を見て、愕然としたことです。

　1990 年、「日本は資源のない小さな島国。
貿易立国日本を支えるため、海外で身を粉に
して働きたい」という一念で、私は海外に飛
び出しました。当時、バブルの真只中、日本
は ”Japan as No.1” と称賛され、GDP は、ア
ジア全体の 70% 近くを弾き出していました。
　そして今、我が国の GDP は中国の 1/3、
アジア全体の 10% 台まで落ち込みました。
失われた 20 年で沈滞化してしまった日本を
再建するためには、夢と志を持って世界を切
り開いていける若者が何よりも必要なので
す。
　都留文科大学は、日本全国から教育を中心
に高い志を持った学生が集まる素晴らしい大
学です。この地で「世界で戦える若者の育成」
と、共に育てる同志の育成に力を尽くします。

10 ２０１９年７月１０日（水）



教職支援センター　准教授

村上 憲司

着任するにあたって

私 は昨年度まで都留市内の小学校に勤務
し、教育実習や SAT 活動に参加する

学生を、所属校の教員・管理職という立場で
みてきました。特に SAT 活動が始まった初
年度は、充実した活動となるよう、学生と一
緒になり試行錯誤したことが楽しい思い出と

なっています。その学生が今や中堅となり活
躍していると聞き、大変嬉しく感じます。
　近年の文大生は、教育実習生や SAT でも
熱心に子どもたちに関わっており、学校現場
としても大変助かっていた面がありました。
さらに同じ職場で働く教職員の中には、文大
卒業生で活躍されている先生も多く、この地
域における大学の存在の大きさを改めて感じ
ていたところです。
　今回、縁あってお世話になることになりま
した。３７年間の教職経験をいかし、次世代
の教育を担う、魅力あふれ質の高い教員を一
人でも多く輩出することを目指し尽力してい
きたいと思っております。よろしくお願いい
たします。
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　昨年度（平成 30 年度）は一年間にわたる学外研
修の機会をいただき、都留を離れ久々に母校である
東京大学に身を置いて、研究に専念してきました。
　当初からこの機会に、自分のこれまでの研究成果
を見直し、必要な修正や再調査を加えていきたいと
考えていましたが、研究員として受け入れてくだ
さった東京大学の高木和子先生は存分にうち込める
よう何かとご配慮くださり、夏には古代文学研究会

（東大国文学科上代・中古ゼミ OBOG による研究会）
で発表するようはからってくださるなど（2018 年
8 月「『源氏物語』と花山・一条朝の文人たち」と
題して発表）、おかげで先輩方の適切なご助言や、
若い大学院生たちのみずみずしい意見や質問を受け
とめながら、研究をまとめていくことができました。
研修期間終盤の２０１９年２月には、初めての単著
となる『源氏物語と平安朝漢文学』（勉誠出版）を
無事刊行することができましたが、自分なりに納得
のいくかたちで本にまとめることができたのも、ひ
とえに今回のような機会と恵まれた環境をいただけ
たことによるものと、心より感謝申し上げます。
　平安朝漢文学研究は現在、平安前期については菅
原道真を軸に、平安後期（院政期）は大江匡房を中
心として研究が進展していますが、その谷間にあっ

て平安中期、十世紀から十一世紀はじめの漢文学に
ついては研究が進んでいません。平安時代というの
は、近代によって “ 軟弱 ” のレッテルを貼られた「虐
げられた時代」だとも言われますが（川尻秋生『平
安京遷都』）、そのような視点でみれば、いわゆる「国
風」時代にあたる平安中期、『源氏物語』の創られ
た時代の漢文学は、もっともそのあおりを食ってい
るといえるのかもしれません。残された作品が限ら
れているという資料的制約のうえに、「情緒的」で「観
念的」で「形骸化」したものというイメージに覆わ
れて、平安中期文人たちの具体的な姿や文学活動は
いよいよ見えにくくなってしまっています。よって
刊行した本書では、軟弱か観念的かという判断は
いったん脇において、平安中期の漢詩文の言葉や表
現が拠るところを丹念に追うことに努めました。大
学寮が衰微しきっていない、しかし衰退を始める過
渡期の「国風」時代の漢詩文は、本書後半で扱って
いる『源氏物語』がやはりそうであるように、その

「国風」という言葉の枠では捉え難い複雑な豊かさ
を持っていることを些かでも明らかにしたつもりで
す。今後多くの方々の御批正を仰いでさらに考察を
深め、また新たに論を展開してゆきたいと考えてい
ます。

一年間の研修期間を終えて

国文学科教授　長 瀬 由 美

学

研

報

外

究

告
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I am extremely grateful for having had the opportunity to 
step away from the classroom and devote a whole academic 
year to research. During the year I managed to arrange 
visiting researcher positions at two institutions: Edinburgh 
University (UK) and Macquarie University (Australia). 
Both sojourns, though ultimately brief, were extremely 
meaningful, and I returned to Tsuru with renewed energy, 
inspiration and curiosity. 

Through the position at Edinburgh I was able to work with 
Dr. Nicola Galloway, a leading researcher in the field of 
Global Englishes. This is a growing field, with significant 
implications for English education around the world, 
especially in the so-called ‘Expanding Circle’ nations such 
as Japan. It challenges the traditional norms of English 
education, based as they are on a native-speaker-centric 
view of the English language. And it is an area that we 
in the English Department are currently developing and 
highlighting in our curriculum.

Meanwhile, after crossing to the other side of the equator, 
I spent three months at Macquarie University, in Sydney, 
collaborating with Dr. Peter Roger of the Department of 
Linguistics. This was a happy reunion, in that Dr. Roger 
was one of my teachers during my Master’s studies at the 
very same institution, too many years previously! We both 
share a strong research interest in the area of language 

learner motivation and identity, so to be able to meet face-
to-face and talk research on a regular basis was a real 
treat. I had already determined to investigate this area 
through a drama-based approach to English learning, taking 
advantage of the unique combination of features that drama 
activities offer, such as role-playing and character analysis. 
Dr. Roger therefore assisted me in developing a research 
design that I have since applied in my teaching at Tsuru.

Beyond my research activities, the stay in Sydney provided 
me with another new challenge: with my wife having to 
remain in Yamanashi through her work commitments, we 
decided that our two daughters would accompany me to 
Australia, entering a local school in Sydney for the three 
months we were there. This provided a very natural rhythm 
to my life there: researcher by day, single daddy by night! 

All in all, 2018 will 
s t ay  w i t h  me  f o r 
many years to come 
– a unique learning 
experience in so many 
important ways. 

Global Englishes, Global Identities:
Notes on sabbatical 

国文学科教授　長 瀬 由 美

学
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報
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Hamish Gillies, 
Dept. of English

マコーリ大学言語学学科の入り口で

娘達とシドニーに
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　松尾芭蕉の句「古池や蛙（かはづ）
飛（とび）こむ水のおと」は、数多あ
る名句の中でも最も有名なものの一つ
であろう。その句をあげて「誤解され
る名句」という刺激的な演題を掲げた
長島弘明氏の講演は、聴衆の期待を裏
切ることなく、刺激に満ち溢れたもの
であった。
　誰もが知る「古池や蛙飛こむ水のお
と」の句について、長島氏は当時の資
料をふまえ、この句が作られるにあ
たってどのような議論・推敲があった
か、現在知られる句形に定まるまでに
どのような揺れがあったかを検証す

る。和歌では「蛙」は「清流」や「山吹」
とともにその「鳴き声」を賞し詠むも
のであり、それが「蛙」の本意・本情
であった。それに対し、伝統的な美意
識を踏み越えて、古池に飛び込む蛙の
発した「水音」を詠んだこの句は、和
歌に対する一種のパロディであり、笑
える句として解釈すべきなのである、
と長島氏は述べる。さらに、「古池や
蛙飛ンだる水のおと」という宙を飛ぶ
蛙の姿を強調した当初の表現から一歩
引いて、姿でなく音を詠んだ点、清流

（＝自然）でも田んぼ（＝人工物）で
もなく、その中間に位置する「古池」

（＝人工物から自然に還りつつあるも
の）を選択した点を指摘し、諧謔のみ
ではない芭蕉の作風の要諦を明らかに
した。
　また、蕪村の句「蝉啼や僧正坊のゆ
あみ時」における「僧正坊」は天狗の
名であるとして、天狗の絵にこの句を
添えた蕪村自身の自画賛によってその
解釈を裏付け、一茶の句「雀の子そこ
のけそこのけ御馬が通る」について、
浮世絵によって「そこのけそこのけ」
と囃しながら竹馬遊びをする子供の姿
を詠んだ句であると読み解いて、絵画
資料が作品解釈の決定的な手がかりと
なり得ることを示してくれた。
　長島氏は上田秋成の研究者として

『秋成研究』のご著書があり、秋成を
はじめ建部綾足、与謝蕪村らの江戸時
代中期の文人の文学を、伝記・作品論・
思想論など多方面から検証・考察され
ている。そうした研究を長年積み重ね
てきた学識豊かな長島氏が、さらに徹
底した調査と思考によって従来の読み
を軽やかに覆していく過程を見せてく
れたこの講演会は、文学研究を志す者
への叱咤激励であったといえよう。

（国文学科　教授　加藤　敦子）

2019年度国語国文学会主催春季講演会

誤解される名句
―芭蕉「古池や」・蕪村「蟬啼や」・一茶「雀の子」―

講師紹介
長島弘明（ながしま　ひろあき）
1954 年生まれ。1980 年、東京大学大学院人文科学研究科博
士課程中退。実践女子大学専任講師、名古屋大学助教授、東京
大学助教授を経て、1999 年、東京大学大学院人文社会系研究
科教授。2019 年、東京大学を定年退職し、現在、二松学舎大
学特別招聘教授。専門は江戸時代中期の文学。著書・編著書に、

『雨月物語の世界』（ちくま学芸文庫）、『秋成研究』（東京大学
出版会）、『上田秋成の文学』（放送大学教育振興会）、『建部綾
足全集』（国書刊行会）、『上田秋成全集』（中央公論社）、『本居
宣長の世界』（森話社）、『名歌名句大事典』（明治書院）、『雨月
物語』（岩波文庫）、『〈奇〉と〈妙〉の江戸文学事典』（文学通信）等。

開　催：2019 年 6 月 5 日（水）　　講演者：長島弘明氏

講 だ会 よ り演

14 ２０１９年７月１０日（水）



　6 月 3 日に、映画監督の深田晃司氏を
招いて映画『歓待』を上映し、深田監督、
志村、齋藤みどり先生の鼎談を行った。
深田晃司氏は、2013 年の『ほとりの朔子』 
でナント三大陸映画祭グランプリと若い
審査員賞をダブル受賞、2015 年の『さ
ようなら』ではマドリッド国際映画祭の
ディアス・デ・シネ最優秀作品賞を受
賞、2016 年、浅野忠信主演の『淵に立つ』
が第 69 回カンヌ国際映画祭「ある視点」
部門審査員賞を受賞するなど、現在の日
本映画界をけん引する若手映画監督の一
人である。
　本会で上映された『歓待』は、第 23
回東京国際映画祭・日本映画「ある視点」
部門を受賞した 2010 年公開の作品であ
る。物語は、東京下町の一角で印刷屋を
営みながら平穏な日常を送っていた小林
家に、流れ者の男・加川が突然訪れ、そ
のまま居座ってしまうというもの。深田
監督は、在日韓国人に対するヘイトス
ピーチを目の当たりにしたショックを機
に、本作を着想することになったという。
現在の外国人に関連する人権問題は、ヘ
イトスピーチに加え、外国人労働者受け
入れ問題などもあげられるが、その一方
で政府は、訪日外国人観光客の誘致に積
極的であり、2018 年の訪日外国人数は、
前年比 8.7% 増の 3,119 万 2 千人で、日
本政府観光局が統計を取り始めた 1964 
年以降、最多となった。
　映画『歓待』は、外国人との共生と異
文化理解という課題を考えるための題材
を提供しながら、それらを社会問題とし
て深刻に捉えるのではなく、ブラックコ

メディとして描いている点で格好のテキ
ストである。題名の「歓待」という言葉
は、ラテン語の二つの派生的な意味から
出発している。つまり、客ないしは敵と
して迎え入れられる異邦人（hostilité）
という語は、歓待（hospitalité）と敵意

（hostilité）という二つの対照的な意味か
らなり、それは敵意の歓待（hostipitalité)
であるという。深田監督によると、フラ
ンスの哲学者ジャック・デリダの『歓待
について』のなかの「歓待」の上述した
解釈と、「絶対的ないし無条件の歓待は、

「[ その歓待する者に対して ] 名前さえも
尋ねてもいけません」という一文にイン
スピレーションを受け、映画『歓待』の
物語の骨子ができあがったという。映画
の終盤で、流れ者の妻・アナベルが謎の
歌を唄うが、それはペルシャの詩人オマ
ル・ハイヤームの詩『ルバイヤート』の
一部で、アナベルはそれを 5 つの言葉を
混ぜて歌っている。日本語や英語といっ
た理解可能な言語ではなく、あえて 5 つ
の言語を組みあわせることで、他者との
共生を楽天的に歌ったこの歌詞は以下の

通りである。

月の光に夜は衣の裾をからげた
酒をのむにまさる楽しいときがあろうか
たのしもう！　何をくよくよ？　いつの
日か月の光は
墓場の石を 1 つずつ照らすだろうさ

明日の日が誰にいったい保証できよう？
哀れな胸を今この時こそ楽しくしよう
月の君よ、さあ君の下で酒をのもう
われらは行くし、月は限りなくめぐって
来よう！

　映画上映の後に、ジャック・デリダの
「歓待」と、オマル・ハイヤームの詩『ル
バイヤート』の一部をパワーポイントで
紹介しながら鼎談したため、より深い知
見を参加者に提供することが可能とな
り、深田監督に対する質疑応答も活発に
行われ、参加人数は 150 名を数える盛
会となった。

（比較文化学科　准教授　志村　三代子）

講
師
紹
介

深田晃司（ふかだ　こうじ）
1980 年生まれ。映画監督。2010 年『歓待』で東京国際映画
祭「ある視点」部門作品賞受賞。2013 年『ほとりの朔子』 で
ナント三大陸映画祭グランプリと若い審査員賞をダブル受賞。
2015 年『さようなら』でマドリッド国際映画祭にて ディアス・
デ・シネ最優秀作品賞受賞。2016 年、『淵に立つ』（浅野忠信
主演）が第 69 回カンヌ国際映画祭「ある視点」部門審査員賞
を受賞。2018 年、『海を駆ける』、同年フランス文化省 芸術
文化勲章シュバリエ（騎士）授与。今夏『よこがお』が公開予定。

2019年度比較文化学科主催上映会

上映会＆トークショー
開　催：2019 年 6 月 3 日（月）　　講演者：深田晃司氏
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初等教育学科
【企業】

アシックスジャパン株式会社
ヴィスト株式会社
ウエルシア薬局株式会社
学校法人共愛学園
株式会社アルティア
株式会社エーシーコンサレント
株式会社エスエスワイ
株式会社ストライプインターナショナル
株式会社タネトネ
株式会社ナニワ
株式会社パソナキャリア
株式会社ベイシックス
株式会社ベネッセスタイルケア
株式会社伊予銀行
株式会社山梨中央銀行
株式会社小泉
株式会社西松屋チェーン
株式会社創英コーポレーション
公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
社会福祉法人　明徳会　児童養
護施設　今良学舎
東京エレクトロンテクノロジー
ソリューションズ株式会社
東日本電信電話株式会社
日本生命保険相互会社
日本年金機構
八ヶ岳ホースケア牧場
野村不動産パートナーズ株式会社
野村證券株式会社
有限会社明日香出版社

【教員（公立）】
北海道教育委員会
岩手県教育委員会
宮城県教育委員会
山形県教育委員会
福島県教育委員会
茨城県教育委員会
栃木県教育委員会
群馬県教育委員会
群馬県教育委員会
さいたま市教育委員会
埼玉県教育委員会
千葉県教育委員会
東京都教育委員会
神奈川県教育委員会
相模原市教育委員会
横浜市教育委員会
新潟市教委委員会
富山県教育委員会
石川県教育委員会
福井県教育委員会
山梨県教育委員会
長野県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
浜松市教育委員会

愛知県教育委員会
三重県教育委員会
京都府教育委員会
大阪市教育委員会
兵庫県教育委員会
和歌山県教育委員会
島根県教育委員会
岡山県教育委員会
広島県教育委員会
山口県教育委員会
徳島県教育委員会
香川県教育委員会
愛媛県教育委員会
高知県教育委員会
北九州市教育委員会
福岡市教育委員会
長崎県教育委員会
沖縄県教育委員会

【教員（私立）】
公益財団法人海外子女教育振興
財団（海外日本人学校・学校採用
教員雇用支援）
星野学園小学校
星槎グループ

【公務員】
海上自衛隊一般幹部候補生
静岡県庁
愛媛県庁
特別区（東京２３区役所・組合）
横浜市役所
敦賀市役所
山梨県富士山科学研究所
長泉町役場

国文学科
【企業】

ＡＨＣグループ株式会社
NEC ネクサソリューションズ株式会社
ＴＢＣグループ株式会社（エステ
ティックＴＢＣ）
オデッセイヒューマンシステム株式会社
株式会社劇団民藝
カメイ株式会社
カルチュア・コンビニエンス・
クラブ株式会社
セイノースーパーエクスプレス株式会社
つばさエンタテイメントグループ
トヨタカローラ富山株式会社
ハッピーテラス株式会社
ユニバーサルコンピューター株式会社
リゾートトラスト株式会社
株式会社　ホームロジスティクス
株式会社　栗林製作所
株式会社　成美学園
株式会社ＡＢＣ
株式会社 BFT
株式会社Ｄ３Ｌ
株式会社ＬＡＶＡ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
株式会社ＰＥＯ

株式会社ＴＴＭ
株式会社アール・アソシエイツ
株式会社アイコットリョーワ
株式会社アダストリア
株式会社アルプスツール
株式会社いなげや
株式会社エーアイテック
株式会社エルロイ
株式会社オデッセイ
株式会社カチタス
株式会社グロウ
株式会社ケーズホールディングス
株式会社コンピュータマインド
株式会社サット
株式会社ジールコミュニケーションズ
株式会社システムツー・ワン
株式会社ステージ
株式会社ストライプインターナショナル
株式会社セラク
株式会社セントメディア
株式会社バーンリペア
株式会社ビームス
株式会社フィットハウス
株式会社プラステ
株式会社ベネッセスタイルケア
株式会社ホテル八千代
株式会社マーキュリー
株式会社マルハン
株式会社メガネトップ
株式会社メック
株式会社やなぎだ
株式会社ゆうちょ銀行
株式会社レンタルのニッケン
株式会社一休さんのはなおか
株式会社希学園
株式会社黒川クリーニング社
株式会社山梨日日新聞社  
株式会社成学社
株式会社西鉄ホテルズ
株式会社東京個別指導学院　
株式会社道艸舎 
株式会社読売情報開発
株式会社二葉屋
株式会社日本セルバン
株式会社日本入試センター
協栄産業株式会社
古本買取通販ドットコム株式会社
国際自動車株式会社
社会福祉法人クリストロア会　
聖ヨゼフホーム
上野村森林組合
信州うえだ農業協同組合
千曲商工会議所
全国共済農業協同組合連合会
岐阜県本部
第一生命保険株式会社　静岡支社
中央静岡ヤクルト販売株式会社
都留文科大学
東芝メモリ株式会社
日本郵便株式会社
富士新幸株式会社
有限会社メイプル

有限会社中山農場
【教員（公立）】

北海道教育委員会
青森県教育委員会
千葉県教育委員会
東京都教育委員会
神奈川県教育委員会
富山県教育委員会
石川県教育委員会
山梨県教育委員会
岐阜県教育委員会
浜松市教育委員会
愛知県教育委員会
山口県教育委員会
愛媛県教育委員会
高知県教育委員会

【教員（私立）】
学校法人角川ドワンゴ学園　Ｎ高等学校
西安外国語大学
学校法人白百合学園　仙台白百合
学園中学・高等学校
狭山ヶ丘高等学校・狭山ヶ丘高等
学校付属中学校

【公務員】
北海道庁
山梨県庁
仙台市役所
横浜市役所
むつ市役所
大阪市役所
佐渡市役所
小菅村役場
富士吉田市役所
富士河口湖町役場
大町市教育委員会
中軽井沢図書館
伊豆の国市立図書館
津市役所
豊岡市役所
精神保健福祉センター
山梨県警察本部

英文学科
【企業】

全日本空輸株式会社
Ｓｕｐｒｉｅｖｅ株式会社
アイグッズ株式会社
アイドゥー株式会社
アパホテル株式会社
イオンリテール株式会社
イクス株式会社
イッティージャパン株式会社
イリオスネット株式会社
オリンポス債権回収株式会社
シェラトン・グランデ・トーキョー
ベイ・ホテル
サニーライブホールディングス株式会社
ソフィーナビューティカウンセリング
株式会社
ソフトバンク株式会社
タカラスタンダード株式会社
ティー. ティーコーポレーション株式会社

ニッポンレンタカー北関東株式会社
ベストファーム㈱
ホーユー株式会社
マックスバリュ東海株式会社
マルスン株式会社
ゆめたか接骨院
リゾートトラスト株式会社
ロクシタンジャポン株式会社
ワールドエンタープライズ株式会社
医療法人社団歯科タナカ　
ホワイトエッセンス
遠州鉄道株式会社
株式会社ＡＮＡエアサービス松山
株式会社ＤＨＣ
株式会社ＩＤＯＭ
株式会社ＫＮＴ－ＣＴグローバルトラベル
株式会社アイン企画
株式会社アドウェイズ
株式会社あとらす二十一
株式会社イーオン
株式会社ヴァリアント
株式会社ウィルウェイ
株式会社エス・エム・エスキャリア
株式会社キングプリンターズ
株式会社クロスフォー
株式会社ケーブルテレビ富山　
株式会社コスギ
株式会社サイエイ・インターナショナル
株式会社シンコーハイウェイサービス
株式会社スリーイーホールディングス
株式会社セノン
株式会社タカサク
株式会社ティラド
株式会社テクノモバイル
株式会社トライグループ（家庭教師
のトライ）
株式会社ナニワ
株式会社ネットアシスト
株式会社ノエビア
株式会社ハードオフファミリー
株式会社ハイシンクジャパン
株式会社バローホールディングス
株式会社フロウエル
株式会社ホテル小田急サザンタワー
株式会社ホンダカーズ神奈川西
株式会社モビリティランド
株式会社ユナイテッドアローズ
株式会社ライズフォース
株式会社星野リゾート・マネジメント
株式会社東急リゾートサービス
株式会社日本システムデザイン
株式会社八十二銀行
㈱創造学園
京都ユウベルホテル
公益財団法人さっぽろ青少年女性
活動協会
甲斐ゼミナール
埼玉県農業共済組合
社会福祉法人　にんじんの会
杉本電機産業株式会社
西日本旅客鉄道株式会社
大石機械株式会社

平成 31年３月卒業生　就職先一覧

　本学の平成 30 年度の就職状況（5 月
1 日現在）を振り返ってみると、就職率
は、95.8％で、昨年度の 98.7％よりも 2.9
ポイントの減となりました。一方、文部
科学省と厚生労働省による平成 30 年度
就職状況調査（国公私立大学から 62 校
を抽出、こちらは 4 月 1 日時点）をみ
ると、今春卒業した大学生の就職率は、
97.6％となり、過去最高だった前年同期
と比べて、0.4 ポイント微減しました。
平成 9 年の統計開始以来 29 年 3 月卒と
並んで 2 番目に高く、高水準を維持しま
した。厚生労働省若年者雇用支援の担当
者は「企業の採用意欲は引き続き高い。
微減の要因としては、売り手市場の中で、
一部の学生が第 1 希望の業界、企業に再
チャレンジしようとしたのではないか」
と説明しています。文系・理系別では、
文系が 97.8％、理系が 98.4％となり理

系の就職率が文系を上回っています。文
系の本学の数字は、平均よりも 2.0 ポイ
ント低いものとなっています。
　本学では、783 名の卒業生（前期卒業
生を含む）を送り出しました。就職希
望者は、683 名でそのうち 654 名の就職
が決まりました。就職率は、前述した
ように、95.8％でした。平成 26 年度が
94.9％、平成 27 年度が 95.9％、平成 28
年度が 96.9％、平成 29 年度が 98・7％、
平成 30 年度が 95.8％となっています。
率は、減少していますが、これは、就
職希望者が昨年の 609 名から 683 名に
増加したためで、就職決定者の数字は、
601 名から 654 名に 53 名増えています。
高水準は維持していると言えます。
　就職先の内訳をみると、教員（臨時採
用を含む）は、公立学校と私立学校を合
わせて、190 名となり、昨年度の 178 名

より 12 名増加しました。小学校が 137
名、小中共通が 1 名、中学校が 20 名、
中高共通が 2 名、高等学校が 15 名、特
別支援学校が 5 名、私立学校が 10 名と
なっています。公立学校では、北海道か
ら沖縄まで、全国の多くの都道府県、市
で採用されています。山梨県の 38 名、
東京都の 14 名、静岡県・市の 10 名、
千葉県・市の 8 名といったところが注目
されます。
　公務員は、79 名と昨年の 84 名から 5
名減りました。地方公務員が 74 名、国
家公務員が 5 名となっています。ここの
ところ、80 名前後で推移しています。
　民間企業就職者は、昨年度の 339 名
から385名と増加しました。内訳は、サー
ビス業が 150 名、卸小売業が 74 名、通
信業が 56 名、製造業が 44 名、金融保
険業が 25 名、運輸・郵便業が 17 名となっ

昨年度の就職状況を振り返って

副　学　長
（兼キャリア支援センター長）　新 保 祐 司
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大和自動車交通株式会社
昼神温泉　石苔亭いしだ
長野医療生活協同組合
田子の浦埠頭株式会社
東栄ホームサービス株式会社
東京ガス山梨株式会社
東北学院大学
南九州向洋電機株式会社
日産車体　株式会社
日総工産株式会社
日本銀行
日本航空株式会社
日本郵便株式会社
富士システムズ株式会社
北海道拓殖バス株式会社
有限会社アクト・ワン

【教員（公立）】
青森県教育委員会
茨城県教育委員会
栃木県教育委員会
東京都教育委員会
川崎市教育委員会
神奈川県教育委員会
山梨県教育委員会
静岡県教育委員会
浜松市教育委員会
静岡県教育委員会
愛知県教育委員会
大阪市教育委員会
鳥取県教育委員会

【教員（私立）】
学校法人明徳学園　相洋中学校・
高等学校

【公務員】
山梨県庁
長野県庁
特別区（東京２３区役所・組合）
名古屋市役所
十日町市役所
市川三郷町役場
新潟県警察

比較文化学科
【企業】

ＡＮＡ（全日本空輸株式会社）
ＣＥＣ新潟情報サービス株式会社
FUNCREW
ＪＩＴ株式会社
ＪＲ東日本ステーションサービス株式会社
しののめ信用金庫
スリープログループ株式会社
チューリッヒ保険会社　長崎オフィス
ディップ株式会社
ニュートン・サンザグループ
ビッグモーターグループ
フルーツ山梨農業協同組合
ブレインウッズ株式会社
ほけんの窓口グループ株式会社
みやぎ生活協同組合
ユニクロ、ジーユー、リンク・セオ
リー・ジャパン（ファーストリテイリ
ンググループ）

一般財団法人 ＢＯＡＴＲＡＣＥ振興会
一般財団法人休暇村協会
学校法人岩崎学園
学校法人鈴鹿医療科学大学
岳南有機株式会社
株式会社　ジュピターテレコム
株式会社　北洋銀行
株式会社ＦＪネクスト
株式会社ＩＤＯＭ
株式会社Ｋスカイ
株式会社 Romantic road 
株式会社 STAR　CAREER 
株式会社ＵＲコミュニティ
株式会社ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ ＨＯＬＤＩＮＧＳ
株式会社アウトソーシングテクノロジー
株式会社アレフ
株式会社イイノメディアプロ
株式会社イカラ
株式会社イズミ
株式会社エイジェック
株式会社エブリイホーミイホール
ディングス
株式会社クラハシ
株式会社ジールホールディングス
株式会社システムクエスト
株式会社ジュピターテレコム
株式会社ストライプインターナショナル
株式会社ディーエイチシー
株式会社テクノア
株式会社トミソー
株式会社ニューアート・シーマ
株式会社ネクサス
株式会社ハートネットワーク
株式会社ビッグモーター
株式会社ヒミカ
株式会社プラステ
株式会社プレステージ・
インターナショナル　山形ＢＰＯ
ガーデン
株式会社ホンダクリオ富士
株式会社ゆうちょ銀行
株式会社ライフサポート・エガワ
株式会社リクルートホールディングス
株式会社ワコール　
株式会社賢者屋
株式会社山口フィナンシャルグループ
株式会社小肥羊ジャパン
株式会社乗馬クラブクレイン
株式会社西松屋チェーン
株式会社赤ちゃん本舗
株式会社電通デジタル
株式会社日本旅行
株式会社日立ハイテクマテリアルズ
株式会社富山銀行
株式会社富士薬品
株式会社北陸銀行
甘楽富岡農業協同組合
関彰商事株式会社（セキショウグループ）
岩手県生活協同組合連合会
共同エンジニアリング株式会社
近畿日本鉄道株式会社
古本買取通販ドットコム株式会社

三井不動産商業マネジメント株式会社
三浦工業株式会社
山梨県信用農業協同組合連合会
七福起業株式会社
住江織物株式会社
昭和リース株式会社
前多株式会社
長野県国民健康保険団体連合会
長野信用金庫
東京エアポートレストラン株式会社
独立行政法人　労働者健康安全機構

【公務員】
防衛省陸上自衛隊
防衛省航空自衛隊
岩手県庁
桐生市役所
名古屋市役所
青森市役所
小松市役所
氷見市役所
府中市役所
焼津市役所
千葉県警察
大月市役所
豊橋市役所
福井県警察本部

社会学科
現代社会専攻

【企業】
ＡＬＳＯＫグループ
Ｆレンタカー関東株式会社
イオンタウン株式会社
株式会社クスリのアオキ
サン情報サービス株式会社
スルガ銀行株式会社
ダイキン工業株式会社
つばさエンタテイメントグループ
ニチイ学館
ヤマザキマザック株式会社
リフォームスタジオ株式会社
株式会社　日立ハイテクノロジーズ
株式会社 EIGHT
株式会社ＫＳＫ
株式会社アイ・エム・ジェイ
株式会社アイエイアイ
株式会社アップロード
株式会社アンデスフィルム
株式会社カチタス
株式会社ギークピクチュアズ
株式会社クスリのサンロード
株式会社クロスフォー
株式会社ジャパンコンピューターサービス
株式会社ジンズ
株式会社スガテック
株式会社ストライプインターナショナル
株式会社ティーガイア
株式会社テクノプロ　テクノプロ　ＩＴ社
株式会社トゥモローランド
株式会社マーキュリー
株式会社マッシュ
株式会社モンベル

株式会社ローソン
株式会社ワンスター
株式会社照林社
株式会社長野エーコープサプライ
株式会社日立ハイテクマテリアルズ
公立大学法人都留文科大学
桜和設備株式会社
村田機械株式会社
中部自動車販売株式会社
帝国インキ製造株式会社
東西株式会社
日本通運株式会社
浜松信用金庫

【教員】
群馬県教育委員会

【公務員】
静岡労働局
国立大学法人　山梨大学
山梨県庁
国分寺市役所
笛吹市役所
甲斐市役所
静岡市役所
都留市役所
鹿屋市役所
小山市役所
宮古島市役所
富士宮市役所
南アルプス市役所
御殿場市役所
那須烏山市役所
西桂町役場
静岡県警察本部

環境・コミュニティ創造専攻
【企業】

株式会社長野パルセイロ・アスレ
チッククラブ
社会福祉法人星谷会
まかいの牧場
株式会社長野エーコープサプライ
出雲商工会議所
株式会社ノジマ
株式会社フラワーカドヤ
ニスコム株式会社
全国農業協同組合連合会
相互住宅株式会社
ハイビック株式会社
ＪＡ共済連静岡
株式会社クリエイトエス・ディー
株式会社小林製作所
株式会社モビリティランド
株式会社ベルパーク
株式会社サンデー
有限会社ヤマゴ畜産
リゾートトラスト株式会社
株式会社ファミリーマート
株式会社マーキュリー
株式会社イマジンプラス
アド・コマーシャル株式会社
株式会社　古名屋
株式会社　平山

株式会社日本通信サービス
豊橋信用金庫
東日本旅客鉄道株式会社
株式会社クロスキャット
株式会社山梨新報社
株式会社スギヤマ・コーポレーション
有料老人ホームふれあい家族嵐山
ブルーミング中西株式会社
オルケア株式会社
東日本旅客鉄道株式会社
セコム北陸株式会社
株式会社長野日報社
ＢＸゆとりフォーム株式会社
岳南有機株式会社
株式会社テクノプロ・コンストラクション
株式会社東京クラウン
甲府信用金庫
三ヶ日町農業協同組合
株式会社アレフ
株式会社インサイト
株式会社シーティーユーグラフィックス
シェラトン・グランデ・トーキョー
ベイ・ホテル

【教員（公立）】
千葉県教育委員会
相模原市教育委員会
山梨県教育委員会
静岡県教育委員会
静岡市教育委員会
徳島県教育委員会

【公務員】
山梨県庁
静岡県庁
兵庫県庁
徳島県庁
戸沢村役場
狭山市役所
山武市役所
富士川町役場
東御市役所
名張市役所
警視庁
静岡県警察本部

平成 30年度の就職関係データ

平成31年３月卒業生（前期卒を含む）の就職先別人数

30 年度

卒業者数 A 783

就職希望者数 B 683

就職決定者数 C 654

大学院等進学者数 D 28

就職率 C/B × 100 95.8

進路決定率（C ＋ D）／ A × 100 87.1

内訳

企業 385

教員 190

公務員 79

教
　
　
　
　
員

小学校 137

中学校 21
小中共通（1 名は上位免許へ含ま
れている）

高等学校 17
中高共通（2 名は上位免許へ含ま
れている）

特別支援学校 5

私立学校 10

教員合計 190

公
務
員

国家公務員 5

地方公務員 74

公務員合計 79

民
　
間
　
企
　
業
　

農業・鉱業 2

建設業 10

製造業 44

電気・ガス熱供給業 1

運輸・郵便業 17

卸小売業 74

金融保険業 25

不動産業 6

サービス業 150

情報処理 56

民間合計 385

公

立

学

校

都

道

府

県

別

採

用

数

（

臨

採

含

む

）

北海道・札幌市 3 岐 阜 県 3

青 森 県 2 静 岡 県 8

岩 手 県 1 静 岡 市 2

宮城県・仙台市 2 浜 松 市 5

山 形 県 2 愛 知 県 7

福 島 県 4 三 重 県 1

茨 城 県 4 京 都 府 1

栃 木 県 4 大 阪 市 2

群 馬 県 5 兵 庫 県 1

埼 玉 県 3 和 歌 山 県 2

さ い た ま 市 2 鳥 取 県 1

千葉県・千葉市 8 島 根 県 2

東 京 都 14 岡山県・岡山市 1

神 奈 川 県 11 広島県・広島市 1

横 浜 市 5 山 口 県 2

川 崎 市 1 徳 島 県 5

相 模 原 市 2 香 川 県 1

新 潟 市 1 愛 媛 県 4

富 山 県 4 高 知 県 2

石 川 県 3 福 岡 市 1

福 井 県 1 長 崎 県 2

山 梨 県 38 北 九 州 市 1

長 野 県 4 沖 縄 県 1

合 計 180

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

ています。
　さらに、大学院などへの進学者は、28 名
となっており、卒業生のうち、就職決定者と
大学院等への進学者を合わせると、7 年連続
で 8 割を超え、9 割に近づいています。
以上、昨年度の就職・進学等の就職等の状況
について簡単にまとめました。
　このように、全体的には好景気の中での好
調な就職率ではありますが、キャリア支援セ
ンターでは、教員、公務員、企業のそれぞれ
の分野で、今年度も様々な支援事業を計画し
ています。自分の夢の実現を目指して積極的
に参加してください。
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項 設問文
2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.84 3.84 3.90 3.86 3.93 3.91 3.96 3.96 

1
あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5 段階で
答えてください。

4.35 4.19 4.38 4.20 4.36 4.20 4.36 4.19 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.79 3.84 3.84 3.83 3.89 3.89 3.92 3.96 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.04 4.05 4.10 4.09 4.13 4.11 4.17 4.17 

4
この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを１とし、
５～１の範囲で答えてください。

3.15 3.20 3.21 3.23 3.26 3.35 3.33 3.40 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.88 3.93 3.96 3.97 3.99 4.01 4.04 4.06 

Ｃ　授業の進め方について セクション平均点 4.08 4.18 4.19 4.21 4.20 4.22 4.26 4.27 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.09 4.18 4.19 4.21 4.21 4.23 4.26 4.28 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.10 4.20 4.21 4.22 4.22 4.24 4.28 4.29 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.15 4.23 4.26 4.26 4.26 4.28 4.32 4.32 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 3.99 4.10 4.10 4.13 4.12 4.15 4.18 4.20 

D　授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.15 4.18 4.21 4.20 4.23 4.24 4.31 4.31 

E　授業内容について セクション平均点 3.95 4.03 4.03 4.05 4.04 4.06 4.09 4.10 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.14 4.22 4.24 4.24 4.25 4.26 4.30 4.31 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.14 4.23 4.22 4.26 4.24 4.27 4.29 4.30 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.10 4.18 4.20 4.20 4.22 4.24 4.26 4.28 

16
授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲で答
えてください。

3.43 3.48 3.46 3.49 3.46 3.48 3.50 3.50 

F　授業成果について セクション平均点 4.18 4.26 4.25 4.28 4.26 4.30 4.31 4.33 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.17 4.24 4.24 4.28 4.26 4.29 4.31 4.32 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.16 4.24 4.22 4.27 4.24 4.28 4.29 4.32 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.20 4.28 4.28 4.30 4.28 4.31 4.34 4.35 

経年変化（全体平均点）

授業アンケート実施率

表３

表１

○授業アンケートについて
　「授業についての学生アンケート」
は、前期末と後期末に学生が質問項
目に回答する形式で行われていま
す。この稿では、2018 年度の「授
業についての学生アンケート」の結
果を総括します。

1．授業アンケート実施率
　表１は、授業アンケートの教員の
実施率を示したものです。授業アン
ケートは、全ての授業担当者（専任・
特任教員、非常勤講師）に必ず１科
目以上の実施をお願いしています。
FD 委員会からの働きかけもあり、
2018 年度は非常勤講師の実施率が
80％を超えましたが、まだ全体と
して 100％には達していません。今
後も 100％を目指していきたいと思
います。

2．授業を履修した理由
　「この授業を履修した主な理由」
の回答結果が表 2 です。「授業の分
野に興味があった」、「将来役立つと
思った」のような積極的な理由も多
いのですが、「必修科目だった」、「こ
の時間が空いていた」という消極的
な理由も目立ちます。是非、様々な
学問に触れた上で、自分が本気で打
ち込めるものを見つけて欲しいと思
います。授業で指定された教科書に
加えて、自ら複数の文献を探して読
み進めていく姿勢が必要です。また、
同一科目でも異なる著者の教科書を
読み比べることによって理解が深ま
ります。

3．経年変化
　表 3 は、最近 4 年間の全体平均
点です。項目 4 の「予習・復習をし

ましたか」について、毎年、他の項
目と比べて点数が低いです。但し、

（対象の集団が変わっていくので正
確な統計ではないのですが）4 年間
で点数が少しずつ上がってきていま
す。内容を深く理解し自分のものに
するには、授業の時間だけでなく、
予習・復習として自分で書きながら
考える時間が不可欠です。特に予習

年　　度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

専 任 教 員 75.0 96.1 97.8 94.6 96.0 96.4 

非常勤講師 58.5 67.7 76.0 68.8 76.0 84.2 

表２

 ( 複数回答可 )

設問　理由
前期

（％）
後期

（％）

１．必修科目だった 45.7 47.5 

２．シラバスを読んで興味
　　を持った

13.3 12.5 

３．授業の分野に興味が
　　あった

16.6 15.7 

４．よい授業と聞いていた 3.3 3.8 

５．将来役立つと思った 10.5 10.0 

６．単位を取りやすいと
　　思った

1.8 1.9 

７．この時間が空いていた 7.3 7.3 

８．無効回答 1.6 1.4 

この授業を履修した
主な理由（2018 年度）

教科書だけではなく、
多くの文献を読もう。

ＦＤ委員会委員長　平 野 耕 一
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項 設問文
1 年 2 年 3 年 4 年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 4.05 4.03 3.95 3.93 3.90 3.88 3.77 3.89 

1
あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5 段階で
答えてください。

4.66 4.39 4.30 4.14 4.19 4.04 3.75 3.86 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.88 3.96 3.95 3.97 3.93 3.94 3.84 3.93 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.27 4.24 4.13 4.12 4.10 4.11 4.05 4.18 

4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを１とし、
５～１の範囲で答えてください。 3.35 3.48 3.36 3.38 3.29 3.29 3.20 3.38 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 4.10 4.10 4.01 4.03 4.00 4.02 4.01 4.10 

Ｃ　授業の進め方について セクション平均点 4.28 4.29 4.23 4.24 4.23 4.23 4.32 4.38 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.27 4.30 4.24 4.25 4.25 4.24 4.32 4.37 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.31 4.32 4.24 4.26 4.25 4.24 4.35 4.40 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.35 4.34 4.29 4.30 4.29 4.30 4.37 4.42 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 4.20 4.22 4.14 4.16 4.16 4.16 4.23 4.31 

D　授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.44 4.41 4.28 4.27 4.16 4.22 4.20 4.29 

E　授業内容について セクション平均点 4.11 4.12 4.07 4.07 4.07 4.07 4.13 4.18 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.35 4.34 4.27 4.28 4.26 4.26 4.33 4.39 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.30 4.31 4.25 4.27 4.28 4.29 4.36 4.44 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.27 4.28 4.25 4.27 4.24 4.27 4.33 4.37 

16 授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲で答
えてください。 3.51 3.55 3.50 3.47 3.49 3.47 3.48 3.50 

F　授業成果について セクション平均点 4.34 4.33 4.27 4.31 4.31 4.32 4.37 4.45 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.34 4.32 4.27 4.30 4.30 4.32 4.36 4.43 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.30 4.31 4.26 4.30 4.30 4.31 4.36 4.45 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.38 4.36 4.28 4.32 4.32 4.33 4.39 4.46 

項 設問文
講義 外国語 実習・実験・実技 演習

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

Ｂ　あなた自身の授業への取り組みについて セクション平均点 3.87 3.87 4.15 4.10 4.22 4.12 4.12 4.09 

1 あなたはこの授業にどの程度出席しましたか。80％程度 (3 回程度の欠席 ) を ｢普通」とし、5 段階で
答えてください。 4.29 4.15 4.49 4.25 4.61 4.31 4.47 4.25 

2 事前にシラバスを読み、授業の目的、目標、内容を理解して臨みましたか。 3.88 3.92 3.94 4.00 4.09 4.09 3.99 4.05 

3 授業に出席したときは、授業に集中し、熱心に取り組みましたか。 4.05 4.07 4.34 4.28 4.62 4.48 4.39 4.35 

4 この授業について、予習あるいは復習をしましたか。十分に行ったを５、全く行わなかったを１とし、
５～１の範囲で答えてください。 3.17 3.26 3.85 3.85 3.34 3.40 3.53 3.58 

5 授業の内容をよく理解できましたか。 3.95 3.97 4.16 4.14 4.44 4.33 4.22 4.24 

Ｃ　業の進め方について セクション平均点 4.22 4.22 4.32 4.32 4.45 4.45 4.33 4.35 

8 説明の仕方あるいは指示の仕方は、理解しやすかったですか。 4.22 4.24 4.28 4.29 4.52 4.50 4.34 4.34 

9 話し方 ( 声の大きさや明瞭さなど ) や板書は、わかりやすかったですか。 4.23 4.24 4.36 4.34 4.55 4.49 4.35 4.37 

10 プリント、ビデオ、教科書など教材の使われ方は授業内容の理解を助けるものでしたか。 4.30 4.29 4.39 4.39 4.26 4.37 4.36 4.38 

11 学生の反応や理解度に応じた授業の進め方でしたか。 4.12 4.13 4.27 4.25 4.47 4.44 4.26 4.31 

 D　授業環境について セクション平均点

12 クラスの学生数、教室の設備、備品などは適切な状態でしたか。 4.21 4.23 4.51 4.46 4.55 4.43 4.46 4.47 

E　授業内容について セクション平均点 4.05 4.06 4.13 4.12 4.29 4.26 4.15 4.15 

13 授業内容はわかりやすく整理されていましたか。 4.26 4.26 4.38 4.36 4.53 4.52 4.37 4.36 

14 授業の内容は、知的な刺激があり、興味深いものでしたか。 4.25 4.27 4.30 4.29 4.50 4.47 4.38 4.39 

15 授業の内容・構成は、シラバスで書かれた目標に沿っていましたか。 4.22 4.24 4.33 4.31 4.47 4.43 4.31 4.36 

16 授業のレベル ( 難易度 ) は適切でしたか。難しすぎたを５、易しすぎたを１とし、５～１の範囲で答え
てください。 3.48 3.48 3.51 3.54 3.65 3.62 3.54 3.49 

F　授業成果について セクション平均点 4.28 4.29 4.31 4.31 4.48 4.50 4.44 4.44 

17 この授業を履修したことで、この分野に関する新しい知識や考え方、技能などを修得できましたか。 4.27 4.29 4.30 4.31 4.48 4.50 4.46 4.44 

18 この授業を履修したことで、ものの見方や興味 ･ 関心を広げることができましたか。 4.27 4.29 4.26 4.29 4.42 4.46 4.41 4.42 

19 総合的に考えて、この授業を履修して有意義であったと思いますか。 4.29 4.31 4.35 4.34 4.55 4.55 4.47 4.45 

学年比較（2018 年度）

授業形態比較（2018 年度）

表５

表４

に重点を置き、授業前に疑問点を整
理しておいて、授業中に質問して解
決すると効率的です。

4．授業形態比較
　表 4 は、「講義」、「外国語」、「実習・
実験・実技」、「演習」の授業形態別
の比較です。科目の特性もあるので
一概に比較できませんが、「講義」、

「外国語」よりも、「実習・実験・実
技」、「演習」の方が点数が高い傾向

があるようです。

5．学年比較
表 5 は、学年別の比較です。特に
1 年生は、大学の講義と高校の授業
との違いに戸惑った人もいるかもし
れません。授業についていけないな
ど困った時には、その科目の教員に
“ 勉強の仕方 ” を聞いてみることを
お勧めします。

○授業改善に向けて
　今回の授業アンケートにて、私も
担当している授業について貴重な意
見を頂きました。自分では気付かな
かった指摘もあり、良いヒントにな
りました。この声を基にして、授業
の改善に向けて努力していきたいと
思います。
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平成31年度
入学試験状況

平成 31 年度　推薦入学試験状況 

学科名 受験者数 合格者数

文学部

国文学科 143 69

英文学科 72 40

比較文化学科 75 47

比較文化学科（センター利用） 43 27

国際教育学科 47 22

国際バカロレア (IB) 0 0

教養学部

学校教育学科 181 95

学校教育学科（センター利用） 52 25

地域社会学科 109 62

地域社会専攻（センター利用） 37 15

地域社会学科 ( 活動評価型推薦 ) 11 8

平成 31 年度　編入試験状況

学科名 受験者数 合格者数

文
学
部

初等教育学科 4 0

国文学科 16 6

英文学科 11 4

社会
学科

現代社会専攻 7 1

環境・コミュニティ創造専攻 0 0

比較文化学科 4 3

平成 31 年度　前期日程入学試験状況

学科名 受験者数 合格者数

文学部

国文学科 85 56

英文学科 326 74

比較文化学科 71 67

国際教育学科 67 44

教養
学部

学校教育学科 55 40

地域社会学科 122 80

平成 31 年度　中期日程入学試験状況

学科名 受験者数 合格者数

文学部

国文学科 667 75

英文学科 809 90

比較文化学科 282 73

国際教育学科 109 11

教養
学部

学校育学科 498 91

地域社会学科 511 93

文学部　初等教育学科  	   196
　　　　国文学科  	   142
　　　　英文学科  	   139
　　　　社会学科
　　　　　現代社会専攻  	   88
　　　　　環境・コミュニティ創造専攻 　  73

　　　　比較文化学科  	   123
専攻科　文学専攻  	   2
大学院　臨床教育実践学専攻  	   1
　　　　国文学専攻  	   4
　　　　英語英米文学専攻  	   1
　　　　社会学地域社会研究専攻  	   3

平成30年度
卒業者・
修了者数

当日の様子

　平成31年3月22日（金）、午前
11 時より都の杜うぐいすホール
にて、平成 30 年度 都留文科大
学卒業式を開催いたしました。当
日は、３月のうららかな日差しが
心地よく感じられるなか 772 名

（学部、専攻科、大学院を含む）
がそれぞれの道へ、旅立ちました。
　福田学長は祝辞で、「自分を振
り返りながら、都留の地で助け
合って、学び成長したことを誇り
に思って、前へ前へと進んでいっ
てください」と述べられました。
　卒業生代表の大澤郁美さん（英

文学科）が、「人生の岐路に立たさ
れた時、支えになるのは、自分自
身が学び、築き上げてきたもので
す。失敗を恐れず取り組むチャレ
ンジ精神、自分の力で問題を解決
する姿勢、そして、仲間と助け合
いながら成長すること。迷い立ち
止まることがあっても、この 4 年
間で身につけた全てが、今後の生
活でも大きな糧になると私は確信
しています。」と語られました。最
後に合唱団と吹奏楽部による学生
歌「花のかげ」が演奏されるなか
式は滞りなく終了いたしました。

卒業生のことば

平成30年度　

都留文科大学卒業式

文大だより
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 表 彰 者（団体・個人） 推 薦 理 由（概 要）

合唱団 第 71 回全日本合唱コンクール大学一般職場部門・大学ユースの部において 10 年連続となる
金賞受賞合わせて日本放送協会賞を受賞。また 10 年連続金賞の功績に対して特別賞を受賞。

女子バレーボール部 山梨県社会人 6 人制バレーボール選手権優勝　クラブカップ山梨県予選優勝　山梨県
大学春季リーグ・秋季リーグ優勝　関東甲信越大学体育大会第 3 位　ほか

女子バレーボール部　
舩　田　純　香

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦でスパイク賞を受賞

女子バレーボール部　
井相田　早　紀

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、秋季リー
グ戦でスパイク賞を受賞

女子バレーボール部　
山　田　佑　真

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦で最優秀選手賞を受賞

女子バレーボール部　
北　村　風　音

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、秋季リー
グ戦で最優秀選手賞を受賞

女子バレーボール部
　佐々木　奏　織

山梨県大学バレーボールリーグ戦春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦でリベロ賞を受賞

女子バレーボール部　
刀　川　真由希

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、秋季リー
グ戦でリベロ賞を受賞

女子バレーボール部　
菱　田　捷　月

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦でセッター賞を受賞

女子バレーボール部　
弓　田　真　央

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、秋季リー
グ戦でセッター賞を受賞

女子バレーボール部　
髙　橋　伶　奈

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦でサーブ賞を受賞

女子バレーボール部　
東　城　友　香

山梨県大学バレーボールリーグ戦、春季及び秋季大会においてチーム優勝し、春季リー
グ戦でブロック賞を受賞

　課外活動において特に顕著な成績を挙げたと認められる学生や団体、
また、社会活動において社会的に高い評価を受けたと認められる学生や
団体に対する学生表彰制度により、10 名 2 団体が表彰されました。

平成30年度　学生表彰制度による表彰
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　平成 31 年２月２日（土）に、英文学科英語教育研
究ゼミ（担当三浦幸子教授）主催で、「英語教育セミ
ナー」を開催しました。「新学習指導要領をふまえた
英語授業のあり方」について本多敏幸先生（千代田区
立九段中等教育学校指導教諭）にお話しいただきまし
た。まずは、新学習指導要領における重要な変更点と
学び観点を確認した後で、生徒が主体的に取り組める
具体的な授業の展開方法や、様々な言語活動の目的や
留意点について学びました。新学習指導要領では「話
すこと」が「発表」と「やり取り」に分けられ、４能
５領域を統合的に指導することが求められています。
本多先生は、参加者を生徒役にして実演を行って教師
生徒間の「やり取り」を、また、ペアワークによる生
徒間の「やり取り」の具体例を示してくださいました。
生徒たちが言語を使用する力をつけるためには言語活
動を通した基礎的な訓練を土台にして、自ら選択して
使用する発展的な活動が必要です。単に活動を行うだ
けでなく、生徒がどのような力をつけるために、いつ、
どの程度、どのように実施しればよいかを授業動画や
実演などの具体例を通して考えることができました。

英語教育セミナー

新学習指導要領を踏まえた英語授業のあり方
青森県立田名部高等学校教諭（平成 30 年度英文学科４年）　舛 屋 奏 美

本多先生の講演

運営にあたったゼミ生と参加者で講師の先生を囲んで

文大だより
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同窓生支援による　模擬面接試験体験会

成績優秀者表彰が行われました

　5月11日（土）、教員を志望する学生を対象に、教員
採用試験 2 次試験の対策として、全国各地から 28 名の
同窓生を講師として招き、『模擬面接試験体験会』を開
催しました。体験会には 104 名の学生が参加し、同窓
生から様々なご指導をいただきました。
　第 1 部は、自主的に志願した代表学生による集団面接、
集団討論、模擬授業を公開で行い、面接官役の講師から、
きめ細かなご指導をいただきました。本試験を想定した
内容を実践することで、弱点を見出し、改善することで
更に力をつけたことでしょう。また、見学した多くの学
生から「実践内容を客観的に見ることで、自分に不足し

ているところを具体的に知ることができた。」等の感想
が寄せられ、今後の取り組みに繋がる良い刺激を受けた
ようです。
　第 2 部は、受験地ごとに分かれ、各地の現況に応じ
たアドバイスや集団での面接、討論等の実践指導をして
いただきました。
　体験会は、学生にとって同窓生の先輩方と繋がる貴重
な機会となり、その絆や伝統を強く感じたことと思いま
す。ご協力いただきました同窓会並びに同窓生の皆様に
は、この場をお借りいたしまして厚くお礼申し上げます。
お忙しいところ、誠にありがとうございました。

　6 月 25 日（火）に、昨
年度（平成 30 年度）、学
内において優秀な成績を修
めた学生を表彰する「成績
優秀者表彰式」が行われま
した。
　対象となったのは、初等
教育学科・国文学科・英文
学科・社会学科・比較文化
学科、国際教育学科、学校
教育学科、地域社会学科の
２年生から４年生までの各
学年で 1 名ずつ、計 17 名
の成績最優秀者、各学年で
4 名ずつ、計 62 名の成績
優秀者、合計 79 名が表彰
されました。式典では横内
理事長と福田学長からお祝
いの言葉を頂き、続いて学
長より表彰状が授与されま
した。
　また対象者には、平成
26 年度より創設された「成
績優秀者奨学金」が給付さ
れます。
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サークル紹介　ストリートダンスサークル ヴァンフォーレ甲府
開幕セレモニー

文大だより

　４月 14 日（日）ヴァンフォー
レ甲府、2019 明治安田生命
Ｊ 2 リーグ第 9 節の水戸ホー
リーホック戦が山梨中銀スタジ
アムで行われました。この日
は「コイケスペシャルマッチ・

ホームタウン　都留市サンクス
デー」となっており、都留市Ｐ
Ｒやキッズチャレンジマッチな
ど、イベントの一環として、ス
トリートダンスサークルが応援
パフォーマンスを行いました。

メイン入場口前の特設ステージ
の「ヴァンくんステージ」に
おいて、パワフルなダンスパ
フォーマンスを披露し、来場者
の皆さんを魅了しました。

写真 : 提供　杉村　駿太さん

　朝方まで降っていた小雨も止み、つ
る子どもまつりを楽しみしていた市民
の皆さんや以前企画に携わっていた
OB,OG など、沢山の方に来場して頂
きました。午前９時の開国式から３時
５０分に閉国式が終了するまでの間、

「くに企画」と題し様々な企画が開催
されました。
　毎回人気の木工のくに、ペットボト
ルでの自動車づくり、人形劇、富士山

エンタメ忍者隊、ゲーム（数字当て、ボー
リング、お宝くじ）などの企画や、和
太鼓、神楽の実演なども行われました。
お昼には、吹奏楽部による企画が本部
棟前の広場で実施され、吹奏楽部の「Ｕ
ＳＡ」の曲に合わせて参加者の子供た
ちと楽しく踊りました。閉国式では、
訪れた多くの保護者や子どもたちと記
念の写真を取り、50 回という節目のつ
る子どもまつりを飾りました。

　５月 19 日（日）、都留文科大学を会場として
第 50 回つる子どもまつりが開催されました。つ る 子 ど りも つま
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参加者の感想
・映像では見たことありますが、実際に見るのは初めて

で、しかも 3 回滑空を見ることができてラッキーでした。
地元にもいると思いますので探してみたいと思います。

（50 代）
・さっと飛んでしまうので集中して見ていないとだめだ

と思った。待つ時間が長かったけど、鳴き声がはっき
りきこえたし、飛ぶ姿も見えてよかった。（60 代）

・とてもきれいに飛んでいる所を見られて感動しました。
子供にどうしても見てもらいたかったので一緒に来ら
れて良かったです。（40 代）

・ムササビがきれいに見られたので、来てよかった。も
しムササビが見られなかったとしても木がおいしげる
神社で寝転がってぼーっとできる時間が持てただけで
もすてきな時間をすごせたな、と思う。秋もまた来て
みたいです。（20 代）

　地域交流研究センター共生
教育部門では、春のムササビ
観察バスツアーを 5 月 25 日

（土）と 5 月 31 日（金）に
開催し、延べ 35 名が参加し
ました。
　当日は地域交流研究セン
ターに集合し、環境ＥＳＤプ
ログラム履修者の学生から諸
注意を聞いた後、バスで鹿留
にある今宮神社へ向かい、ム
ササビの観察を行ないまし
た。観察終了後はバスで大学
に戻り、学生と北垣憲仁地域
交流研究センター教授に、ム
ササビについて解説していた
だきました。
　観察会の模様は、地域交流
研究センターのブログで解説
しています。

　6 月 8 日（土）に、地域交流研究セ
ンター自然共生研究部門による市民公開
講座「十日市場・夏狩地区の湧水さんぽ」
mini 講座がセンターの交流スペースで
開催されました。これは大学近傍の湧水
群を大学教員の解説を聞きながら見て歩
こうという企画でしたが、残念ながら前
日の雨の影響で「さんぽ」はできません
でした。しかし次の機会での実施に向け
て、本学学校教育学科の内山美恵子教授
により、湧水とは何か、なぜ富士山頂か
ら 30km も離れた都留市に湧水が多く
湧き出ているのか、などについて実験を
交えた mini 講座を行いました。参加者
は 9 名で、短い時間の講座でしたが皆
さんは真剣に聞き入っておられ、質問も
多く飛び交いました。

参加者の感想を紹介します。
・地元の湧水がどのような形で出ているか、非常にわ

かりやすかった。又、湧水に限らず、地質を知る事
ができた事は有益。（30 代一般男性）

・湧水さんぽを楽しみにしていたので残念だったが、近
辺の地層や地下の様子、湧水のしくみなどの mini 講
座がとてもわかり易く、おもしろかった。次回さん

ぽ計画があればぜひ参加させていただきたい。（50 代
一般男性）

・実際の湧水を見ることができず残念でした。長い年
月をかけて湧いてくる湧水のロマン、神秘に感動し
ました。きれいな水がいつまでも続きますように…。

（60 代一般男性）

ムササビ観察会を開催

「十日市場・夏狩地区の湧水さんぽ」
市民公開講座ミニ講座

25都留文科大学報　第140号



文大だより

名誉教授の称号授与

新保 祐司 教授
国文学科教授、22 年の
長きにわたり、本学の教
育・研究・学務・社会貢
献に尽力されました。在職中は国文学科長、国際交流センター長、
キャリア支援センター長 、副学長 （理事） を歴任され、本学の運営
に貢献されました。 また、国際教育学科準備室長として、国際教
育学科新設に尽力し、平成 2 9 年度より 2 年間国際教育学科長も
兼任し新学科を軌道に乗せ学科運営にも貢献されました。

オープンキャンパス情報

2019

8.3㈯・4㈰ 10.12㈯・13㈰,
オープンキャンパス

AM9:00～PM3:00
　  

◎学科別説明会
学科の特色、学ぶ内容、入学選考方法等　  

◎卒業後の進路と就職状況説明会
就職対策の取り組み、資格取得、就職の状況　  

◎学科別特別講義
各学科別講義（本学の専任教員による講義）

　  

◎進学相談会
学科別、個別相談会
（入試対策等について教員、学生が対応します。）

　  

　  

　  

　  

◎留学制度相談会
交換留学制度など支援体制等を説明

◎学生生活相談会
アパートや街の状況等全般についての相談

◎学生によるキャンパスツアー
学生が大学構内をご案内します。

◎学食体験
大学食堂等で昼食を用意しています。

◎体育会、文化会等の活動報告
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【採　用】　
青　山　郁　子（文学部国際教育学科教授）
佐　脇　英　志（教養学部地域社会学科教授）
大　野　直　樹（教養学部地域社会学科准教授）
佐々木　南　実（文学部国際教育学科講師）
山　本　直　紀（教養学部学校教育学科特任教授）
高　田　　　研（教養学部地域社会学科特任教授）
村　上　憲　司（教職支援センター特任准教授）
谷　萩　真　樹（文学部国際教育学科特任講師）
　
【退　職】　
新　保　祐　司（文学部国際教育学科教授）
添　田　慶　子（教養学部学校教育学科教授）
高　田　　　研（教養学部地域社会学科教授）
黒　崎　　　剛（文学部社会学科教授）
藤　本　　　恵（教養学部学校教育学科教授）
玉　置　敦　彦（教養学部地域社会学科講師）
大　平　栄　子（文学部英文学科特任教授）
　
【昇　任】　
加　藤　めぐみ（文学部英文学科教授）
上　原　明　子（教養学部学校教育学科教授）
平　野　耕　一（教養学部学校教育学科教授）
山　森　美　穂（教養学部学校教育学科教授）
両　角　政　彦（教養学部地域社会学科教授）
田　口　麻　奈（文学部国文学科准教授）
堤　　　英　俊（教養学部学校教育学科准教授）
　
【転　出】　
消　防　長　　　　　　　　谷　内　治　彦
　　　　　　　　　　　　（理事（事務局長（兼）総合企画室長））

福祉保健部福祉課課長　　　澄　川　　　宏
（学生課課長）

産業建設部産業環境課課長　小　宮　文　彦
（経営企画課課長）

市民部地域環境課副主幹　　山　本　香　栄
（学生課副主幹）

産業建設部建設課副主幹　　関　戸　章　雄
（総務課副主幹）

市立病院事務局総務企画課副主幹
　　　　　　　　　　　　　鈴　木　いづみ

（総務課主査）

市民部税務課副主査　　　　井　上　和　洋
（総務課副主査）

産業建設部産業課主任　　　横　田　祐太郎
（経営企画課主任）

市民部税務課主事　　　　　程　原　祥　子
（総務課主事）

【転　入】　
理事（事務局長（兼）総合企画室長）　
　　　　　　　　深　澤　祥　邦
　　　　　　　　　（福祉保健部部長（兼）福祉事務所長）

経営企画課課長　　石　川　和　広
　　　　　　　　　（産業建設部上下水道課課長）

学生課課長　　　　藤　江　　　隆
　　　　　　　　　（消防本部消防課課長（消防司令））

総務課副主幹　　　亀　田　美　佳
　　　　　　　　　（教育委員会生涯学習課副主幹）

総務課副主幹　　　相　川　　　聖
　　　　　　　　　（教育委員会生涯学習課副主幹）

経営企画課副主幹　雨　宮　容　一
　　　　　　　　　（産業課副主幹）

総務課副主査　　　藤　江　　　毅
　　　　　　　　　（市民部市民課副主査）

学生課主事　　　　津久井　陽　美
　　　　　　　　　（福祉保健部長寿介護課主事）

学生課主事　　　　佐　藤　奈　智
　　　　　　　　　（市民部地域環境課主事）

　
【昇　任】　
経営企画課主幹　　横　瀬　晴　紀
学生課主幹　　　　長　坂　美　和
経営企画課副主幹　清　水　友美子
学生課主査　　　　上　野　　　剛
総務課主任　　　　久　田　江梨子

人 事 動異
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を切り口に、交流人口・関係人口の拡大を目指します。
村から講義をいただき、5 月の連休から「道の駅どう
し」で、サイクリストへヒアリング調査を始めました。
学生がとまどいながらも積み重ねた何日にも及ぶヒア
リングの結果は、現場の中からでしか得ることのでき
ない、これからの村おこしにつながる宝の山です。現
場の声、現場の中からでしか得ることのできない視点
を大切にしてほしいと思います。今後は体験活動や調
査の分析・整理を行い、政策提案の上、学生自らの実
践活動につなげていく予定です。
　実社会の中で形作っていくのはしんどいこともあり
ますが、若い力をもって皆で楽しく乗り越えていきた
いと思います。

　都留市に隣接する道志村。もしかするとあまり馴染み
のない方が、何人もいらっしゃるのではないでしょうか。
　道志村は、神奈川県との県境に位置し、山間部の沢
を流れる道志川沿いに集落が点在して形づくられまし
た。村はほとんどが山野で占められ、村の面積の約
1/3 が横浜市の水源涵養地となっているそうです。
　人口約 1,600 人、かつては林業で栄えましたが、
今では少子高齢化・人口減少が急速に進みます。村内
に高校はなく、鉄道はもちろん、バスもほとんど便数
がないことから、中学を卒業して村を出る子どもたち
も少なくありません。
　そんな村に、2020 年東京オリンピック自転車競技
がやってくることになりました。競技は、東京府中市
の武蔵の森公園をスタート、山岳コースである道志村
を抜け、山中湖、静岡県の富士スピードウェイへ至る
男子 244km、女子 147km のコース。「道の駅」に
は多くのバイクライダーが訪れていますが、最近はサ
イクリストも何人も見かけるようになりました。
　この 4 月より道志村及び山梨県と連携した、地域
再生のプロジェクト型授業を開始しました。” 移住・
定住促進 ” がテーマの根底ですが、今回は「自転車」

現場の中から考える
地域社会学科　准教授 鈴木　健大
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◇ながせ　ゆみ
　国文学科　教授　
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◇すずき　てつお
　地域社会学科　教授
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